
 観点別学習状況の評価や評定には
示しきれない児童生徒一人一人の
よい点や可能性，進歩の状況につ
いて評価するものです。

 積極的に評価し、児童生徒に伝え
ることが重要です。

個人内評価

 観点ごとに評価し，
児童生徒の学習状
況を分析的に捉え
るもの

 観点ごとにＡＢＣ
の３段階で評価

評 定評 定
 観点別学習状況の評価の結果を総括します。
 ５段階で評価（小学校は３段階。小学校低学年は行わない）
 知識及び技能を獲得したり，思考力，判断力，表現力等を身に付け

たりすることに向けた粘り強い取組の中で，自らの学習を調整しよ
うとしているかどうかを含めて評価します。

各教科における評価は，学習指導要領に示す各教科の目標や内容に照らして学習状況を評価するものです。（目標準拠評価）

したがって，目標準拠評価は，集団内での相対的な位置付けを評価するいわゆる相対評価とは異なります。

知識及び技能 思考力，判断力，
表現力等

学びに向かう力，
人間性等

学習指導要領に

示す目標や内容

知識・技能
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観点別学習状況

評価の各観点

主体的に学習に
取り組む態度

感性，思いやり
など

学習評価の基本構造

＜参考＞「児童生徒の学習評価の在り方（報告）」平成31年1月21日 文部科学省

学習評価について（中学校音楽科）
観点別学習状況の評価の観点の整理
資質・能力の三つの柱に基づいた目標や内容の再整理を踏まえて，観点別学習状況の評価
の観点については，小・中・高等学校の各教科等を通じて，「知識・技能」「思考・判断・表現」
「主体的に学習に取り組む態度」の３観点に整理されました。
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評価の観点と趣旨

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に
取り組む態度

曲想と音楽の構造や背
景などとの関わり及び
音楽の多様性について
理解している。（※１）

創意工夫を生かした音
楽表現をするために必
要な技能を身に付け、
歌唱、器楽、創作で表
している。（※２）

①音楽を形づくっている
要素や要素同士の関
連を知覚し、それらの
働きが生み出す特質や
雰囲気を感受しながら、
知覚したことと感受した
こととの関わりについて
考え、②どのように表す
かについて思いや意図
をもったり、③音楽を評
価しながらよさや美しさ
を味わって聴いたりし
ている。

音や音楽。音楽文化に
親しむことができるよう、
音楽活動を楽しみなが
ら主体的・協働的に表
現及び鑑賞の学習活
動に取り組もうとしてい
る。

学年目標からつくられています。評価の観点の
趣旨の文頭部分「音や音楽に親しむことができ
るよう」は学習のめざす方向性を示すものである
ため、題材の評価規準としては設定しません。

自ら音楽に関わってい
くことが重要であること
を示しています。

文頭の「音や音楽に親
しむことができるよう、」
は、「主体的に学習に
取り組む態度」におけ
る音楽科の学習の目
指す方向性を示してい
る文言であり、題材の
評価規準としては設定
しません。

文頭部分には、その題
材の学習に粘り強く取
り組んだり、自らの学
習を調整しようとする意
思をもったりできるよう
にするために必要な、
扱う教材曲や曲種等の
特徴、学習内容など、
生徒に興味・関心をも
たせたい事柄に関して
記載することが考えら
れます。

「表現及び鑑賞」の部
分は、扱う領域や分野
に応じて「歌唱」「器楽」
「創作」「鑑賞」より選択
して置き換えます。

①〔共通事項〕アに
関すること、②「Ａ
表現」に関すること、
③「Ｂ鑑賞」に関す
ることを示していま
す。

評価規準について、
「Ａ表現」では①及
び②に関する内容、
「Ｂ鑑賞」では①及
び③に関する内容の
事項に応じて、それ
ぞれの具体的内容に
置き換え、文末を
「～している」と変
更して作成すること
ができます。

①については、その
題材の学習において
生徒の思考・判断の
よりどころとなる主
な音楽を形づくって
いる要素を適切に選
択して置き換えます。

「知識・技能」の観点の趣
旨は、知識の習得に関する
こと（※１）と技能の習得
に関すること（※２）とに
分けて示しています。

「Ａ表現」の題材の指導に
当たっては、「知識」と
「技能」の評価場面や評価
方法が異なることが考えら
れます。したがって「Ａ表
現」の題材では、評価規準
の作成においても「知識」
と「技能」とを分けて設定
することを原則とします。
「Ｂ鑑賞」の題材では、

（※２）の趣旨に対応する
評価規準は設定しません。

知識については、事項イの
文末を「～理解している」
と変更することで作成する
ことができます。技能につ
いては参考資料ｐ.32～に
記載されています。

「音楽の構造」は、「思
考・判断・表現」の評価規
準において位置づけた音楽
を形づくっている要素との
関わりの中で捉えることが
できるものとして考えます。

作成の
ポイント



＜参考＞「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料
国立教育政策研究所 教育課程研究センター（平成２年３月）

「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考
資料（平成２年３月）には、「評価規準の作成、評価方
法等の工夫改善のための参考資料」（平成23年11月）と
同じ事例について、新しい観点別評価により例示されて
います。
２つを比べて見ることによって理解が深まります。

指導と評価の計画 例（p.51）

生徒の実態や教
材等をもとにし
た年間指導計画
により、指導と
評価の計画をた
てます。

生徒の状況を常に把握し、工夫のある指導
を十分に行う中で、評価規準に基づいて生
徒一人一人の状況をＡ・Ｂ・Ｃで判断し、
結果を記録に残します。その場面を精選し
１単位時間０～２回にしています。

「全員の学習状況
を記録に残す場
面」を、見取る順
に記載しています。

□で囲まれた評価規準は「全員の学習
状況を記録に残す場面」、･･･で示され
た矢印は継続的に見取る「指導に生かす
評価」を表しています。
評価規準に基づき、評価の結果を記録

に残す場面を、指導に生かす評価と関わ
らせながら、適切に位置づけていきます。
例えば「主体的に学習に取り組む態

度」は第１時から第４時まで位置づけ、
各時間の学習活動に粘り強く取り組んで
いるか、また、自らの学習を調整しよう
としているかを継続的に見取り、教師の
指導改善につなげるための評価として位
置づけています。

本題材で扱う学習指導要領の内容を
明確にします。
Ａ表現（１）歌唱
ア イ(ア) ウ(ア)

本題材で思考・判断のよりどころと
なる主な音楽を形づくっている要素
は「リズム、速度、旋律、強弱」

「思考力、判断力、
表現力等」と関連
づけられた「技
能」を見取るため
に、評価の配置に
ついては前後の位
置づけを工夫しま
す。

目標（3）は「学びに向かう力、人間性等」
（学年目標）に添って設定します。

学期や年間を見通した観点
ごとの総括例 p.59

この題材における観点
ごとの総括例 p.58


